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研究成果の概要（和文）： アジアの乾燥地における気候モデルの精度向上を目指して，アジア

乾燥地での観測データをフォーシングに用いた，陸面モデル・生態モデルのオフライン相互

比較実験を行った．モンゴルと内モンゴルの乾燥草原の２地点を対象地点として選択し，気

象観測データと，土壌や植生などの物性値を収集してデータセットを作成し，データベース

とした．この地域における陸面・生態モデルの駆動データとしては，最初のものである．こ

のデータセットを用いて，11 のモデルを駆動し，得られた出力を今後の解析のためにアーカ

イブした．モデル出力を相互比較した結果，陸面モデル・生態モデルのアジア乾燥域におけ

る再現能力を評価することができた．本研究は，国際プロジェクト Asian Dryland Model 
Intercomparison Project(ADMIP)の日本側研究者による研究活動であり，ADMIP と強い連

携のもとに推進された． 
 
研究成果の概要（英文）： For better prediction of future climate at Asian dryland, a 

numerous landsurface process models were intercompared each other using observation 
at Asian dryland as forcing drivers. These models are subprograms of climate models to 
reproduce water, energy and vegetation processes at landsurface, and in this project they 
are used independently, i.e. “off-line”, of climate models. Two sites at Asian dryland were 
selected as target sites. The data needed to drive the models were archived, and 
information on soil and vegetation were collected: One of the finest data set in Asian 
dryland was constructed. Then, these data were used to drive 11 state-of-the-art 
numerical models of landsurface processes. The outputs generated by these models were 
also archived, and they were subject to mutual comparison. This way of comparison is 
called model intercomparison, and shed a light into differences in reproducibility of 
landsurface processes caused by different coding between the models. This gave an 
insight into current status of modeling skills of landsurface processes at Asian dryland. 
This study constitute a Japanese part of the international project called ADMIP (Asian 
Dryland Model Intercomparison Project), and was conducted in close link with ADMIP. 
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１．研究開始当初の背景 

気圏，水圏，生物圏における最新の科学的
知見を取り入れ，また最新の計算スキーム
を利用している陸面モデルや生態モデルで
も，未だにモデルの再現誤差は大きいのが
現状であり，精度の改善は恒常的な課題で
ある。モデル間比較とは，共通のデータセ
ットを使用して複数のモデルによるシミュ
レーションを行い，得られた結果を相互比
較することにより，モデル改善に必要な知
見を得る手段である。過去の事例として有
名なものに，PILPS (Henderson- Sellers et 
al. 1995)などがあり，モデル精度の向上に
大いに貢献している． 
アジアの乾燥地域は，陸面モデル・生態モ

デルの適用の空白地域となっている。これ
は，陸面モデルや生態モデルが，主に熱帯
林や寒帯林をターゲットとして開発されて
きたことと無関係ではない。またアジアに
おいて，モデル研究に必要な長期間の高精
度なデータがこれまで存在しなかったとい
うことも，もう一つの要因である。米国の
草原地域でよい再現性を示すモデルでも，
アジアの乾燥地域においては同等の再現性
を示さないことが明らかとなっており，ア
ジアの乾燥地域での集中的なモデル研究の
必要性を示している． 

 
２．研究の目的 
陸面での水・熱・炭素収支の予測に用いる
陸面モデルと生態モデルのモデル間比較実
験を、アジアの乾燥地域のデータを用いて
行い，その精度向上に必要な知見を得るこ
とを目的とする。 

 
３．研究の方法 

比較実験の対象となる地点として，データ
の利用可能性などを考慮して，モンゴルの
KBU と内モンゴルの Tongyu の２地点を対
象地点として選択した．KBU は研究代表
者らのグループが 2003 年より運用してき
た観測サイト(Li et al, 2005)であり，また
Tongyu は中国科学院によって運営されて
い る 。 ２ サ イ ト と も 、 AsiaFlux や
GEWEX-CEOP などの登録サイトとして、
すでにデータが公開されている．これらの
データに加えて，各モデルの計算に必要な
土壌水分や植生のパラメータを整理してデ
ータセットを作成し，アーカイブした。こ
の共有データによって，11 の陸面モデル・
生 態 モ デ ル (BAIM, Biome-BGC, 
DAYCENT, SEIB-DGVM, VISIT, HAL, 

NCASA, SCASA, MATSIRO, SoilModel, 
SSiB2)を研究分担者が駆動し，その出力
を収集して，アーカイブした．これらの
結果を相互比較することによって，乾燥
地におけるモデルの性能を相対的に評価
することによって，精度向上への知見を
得た．  
また，研究当初に研究代表者と分担者

で議論を行い，実験として３段階を設定
した．すなわち，デフォルトのパラメー
ターを用いて計算を行う Stage0.5，実測
値をパラメータとして用いる Stage1.0，
そしてチューニングパラメータを用いる
Stage2.0 である．これらの実験条件を文
章化した．また，この内の Stage0.5，
Stage1.0の計算結果が実験参加者から集
められ、サーバーにアーカイブされ，
Stage0.5の計算結果の相互比較が行われ
た． 
本研究は，国際プロジェクト ADMIP 

(Asian Dryland Model Intercomparison 
Project)の日本人研究者の研究活動であ
り，ADMIPとの連携のもとに行われた．
期間中以下の国際ワークショップと作業
会合を共催した． 

 
◯2010 年７月  

APN-MAIRS joint workshop on 
ADMIP (ADMIP kick-off meeting) , 
Beijing Foreign Expert Hotel, 
Beijing, China. 

◯2011 年 7 月  
2nd workshop on ADMIP, Ning Wo 
Zhuang Hotel, Lanzhou, China 

◯2011 年 12 月 
ADMIP 作業会合,北海道大学，札幌 

◯2012 年 5 月 
3rd ADMIP workshop, Sylvan 
Dale Guest Ranch, Loveland, 
Colorado, USA. 
 

４．研究成果 
選定された 2つのサイトにおいて，陸面モ
デル・生態モデルを駆動するのに必要なフ
ォーシングデータと，モデルのパラメータ
ーの設定に必要な植生／土壌に関する観
測値が，それぞれ収集・アーカイブされ，
アジア乾燥地における陸面モデル／生態
モデル研究を推進するためのデータセッ
ト(ADMIP データセット)を作成した．現時
点では，研究参加者のみに公開されている
が，将来的には研究者コミュニティに公開



される予定である． 
Stage0.5 の結果では、陸面モデルに MODIS

にから得られた LAIを与える以外は，土壌や
植生の情報を何も与えないこととしている。
KBU での８年間の、顕熱フラックスと潜熱フ
ラックスの計算結果をモデル間で比較した。
これによると顕熱フラックスの方が、潜熱フ
ラクスよりもモデル間格差が大きく、これは
温帯などでのこれまでの知見とは大きく異
なることが明らかとなった。これは、乾燥地
においては、潜熱フラックス（蒸発散量）は、
降水量に強く依存し、顕熱フラックスに比べ
て自由度が少ない。このような実際の現象の
自由度の違いが、モデルの計算結果にも反映
していることが明らかとなった．ここから、
乾燥地においては、潜熱フラックス（蒸発散
量）よりも、顕熱フラックスの計算の方が不
確実性が大きいことが予測される。土壌の伝
導係数に対する、顕熱フラックスの依存度が
重要なプロセスになると予測される。 
このように、アジアの乾燥地でのモデル比

較のためのプラットフォームが整備され、今
後様々な視点からモデル間比較を行うこと
が可能となった．またモデル出力の比較解析
から初期的な結果が得られた．この２点が，
本研究計画の主要な成果である。 
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